
 

 

 

 

 

プログラミング 
 身の回りには「人が操作をしなくても自動で働く」機械が存在します。しかし、常時稼働させると電気の消費

効率が悪いので、センサで周囲の状況を感知して働くように工夫されているものがほとんどです。 

例）自動ドア、自動ライト、お掃除ロボット、自動水栓、自動噴霧器、ハンドドライヤー、等 

こういったシステムは身のまわりにありふれており、その恩恵を多くの人が享受していますが、子どもたちは

その仕組みを理解しており、それによって何が便利になっているのかを分かっているのでしょうか。今回の授業

は、子どもたちがそういった部分に目を向けるきっかけとなり、生活上の課題を解決するために「プログラミン

グ」を活用できるようになることを願って実践しました。 

 

今回も以前の数学の授業実践同様『学び合い』を主軸として授業を行い 

ました。子どもたちは、自分がつくったプログラムがうまく動かなくても、 

めげずに何度も試行錯誤をしていました。プログラミング教育の目的の 1 

つに「プログラミング的思考力を伸ばす」というものがありますが、今回 

の授業中の生徒の姿はまさに、プログラミング的思考を働かせていたもの 

であったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、ただ闇雲にプログラミングをすればよいというものではありません。中学校技術科において大切なこ

とは、「課題解決のためのプログラミング」です。そこで、彼らがイメージをしやすく、かつ課題解決をしたいと

思ってもらえるように、場面を次のように設定しました。 
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自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの

組合せが必要であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのよ

うに組み合わせたらいいのか、記号の組合せをどのようにしてい

けばより意図した活動に近づくのか、といったことを論理的に考

えていく力 

【プログラミング的思考力】 



全部で７時間構成だったこの単元では、２時間目～７時間目まで、実際に「micro:bit」を用いてプログラムを

作成・実行しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 共通して作成したプログラムは「自動ライト」（ある一定の暗さになる 

と、人の動きを感知してＬＥＤが発光するシステム。光センサと人感セン 

サを活用。）のみです。その後は、生徒一人ひとりが考える「こんなこと 

できたらいいな」を実現するためのプログラムの作成に取り組みました。 

生徒によって活用したセンサも様々で、その組合せも多様でした。個人で 

考える生徒、班員に助けを求める生徒、インターネットで調べる生徒など、 

それぞれが自分に合った学び方を選択しているようでした。 

 振り返りもタブレットを使って行いました。一覧で見える形にしておく 

ことで、過去の記述を見返したり、その変容を見たりすることができます。 

振り返りで記述した疑問や、次にやってみたいことなどが次の時間のめあ 

てに繋がることも少なくなく、子どもたちの連続した学びの助けになって 

いたのではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 単元の最後には、自分が作成したプログラムを紹介するプレゼンを撮影しました。仕上がったプログラミング

を見ていくとまだ不十分な部分もありますが、一人ひとりが設定した課題解決のために工夫をした跡が見られま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

ロイロノートに「共有ノート」を作成し、生徒ごとに記述するシー

トを用意しました。生徒は毎時間そこに振り返りを残していきま

す。他の人の振り返りを覗きに行くこともできます。 


